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■         広報ビジット! －附属センターの今－
附属量子エネルギー材料科学国際研究センター























































































































































































図1： 破断したボルトの例 図2： 水素昇温脱離分析装置と真空中引張試験ユニット
2


































































































































































































































































































































































































































































































































































Phase with Long-Range Orientational Order and No 
Translational Symmetry」というタイトルの論文に報告されて
より、準結晶は世界中の研究者の興味を集めてきました。そして
この発見が契機となり、「結晶」の定義が「A material is a 
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■         ロゴに秘められた思い－金研を支える人々－
■表紙について
■編集後記
　金研ロゴマークのアンダーラインには、「金研の全構成員が一体となって金属材料の研究
を支えていく」という意志がこめられています。金研を研究以外の面から支える人たちにも、
是非ご注目してください。
　第一回は、大洗センターを裏で支える事務部、そして大洗の宿泊施設を切り盛りする管理
室を紹介します。
　大洗センターの事務には特徴的な業務が
いくつかある。通報訓練用のマニュアルの作成
はその一つだ。センターで事故が起きた場合
を想定し、茨城県が行う訓練の際も、作成した
マニュアルに沿って毎年行われる。
　訓練実施の状況は分刻みで記録され、最後にプレス発
表の模擬訓練まで行われる。「訓練時には近隣の自治体
が評価に参加し、手順に問題があれば改善点の指摘も
あります。」今年仙台から大洗に異動した山口主任は、そ
の綿密さと徹底ぶりに驚きつつ、原子力施設特有の危機
管理の高さを実感した。「所内の研究者・技術者との密な
コミュニケーションはもちろん、必然的に県や自治体とのつながりも強くな
ります。仙台の事務ではあまりできない経験です。」
　「はい、ここにサインを！これがタオルで、こち
らがお部屋です！」そう元気よく案内してくれた
のは、管理人の安倍(アンバイ)さん。大洗セン
ターの警備員を7年前に定年退職、今は宿泊
所で国内外の研究者を出迎える。休館日以外、
ほぼ毎日宿泊者がいるため、施設の掃除から
食事の提供は日々の日課だ。 「初めは勤まるか
不安でしたが、宿泊者の8割くらいが警備員の
時から知っている人だったんです！おかげで仕
事にも早く慣れました。」宿泊者との団欒の時
間も楽しみだとか。宿泊部屋は4年前に改装。
海外の宿泊者向けに個室シャワーも設置され
ている。
分単位の防災訓練ス
ケジュール
写真左より、桧山係員、山口主任、岩
山係員、櫻井係員（神野係員は打ち
合わせのため不在）
宿泊施設管理人の安倍さん
外観は昔ながらの佇まい。大洗駅か
ら車で5分、大洗センターまでは車
で15分。
手製の夕食は
ボリューム満点
大洗センター事務部 東北大学宿泊施設（大洗）
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